
4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月

Ⅰ
9:00

～
10:30

Ⅳ
14:45

～
16:15

10月 11月 12月 1月 10月 11月 12月 1月 10月 11月 12月 1月 10月 11月 12月 1月 10月 11月 12月 1月

Ⅰ
9:00

～
10:30

Ⅱ
10:45

～
12:15

Ⅲ
13:00

～
14:30

Ⅳ
14:45

～
16:15

Ⅴ
16:30

～
18:00

※
地域看護学
方法論Ⅱ
(学ホ1)

＜雨宮ほか＞

※
地域看護学
方法論Ⅲ
(学ホ1)

＜佐藤(紀)ほか＞
※

臨床看護学
方法論Ⅰ
(中講義室)

＜三枝(香)ほか＞

※
小児看護学
方法論Ⅱ
(学ホ1)

＜市原ほか＞

※
小児地域
ケア論
(学ホ1)

＜市原ほか＞

※
実
習

※
実
習

※
実
習

※
実
習

※
実
習

※
実
習

※
実
習

※
実
習

※
実
習

注：時限をまたがって表示してある科目については、当該時限続きで1回の講義を行う。

注：1/4・1/8学期で開講する科目（※印）の詳細な日程については、シラバス参照。

※
実
習

※
実
習

※
実
習

不

定

期

「臨床看護学方法論Ⅲ」：急性期看護学実習の前に開講する。開講日は別途設定する。

＜実習＞領域別実習：１０/5 ～ ２/１2

助産課程オリエンテーション： 2月16日（火）Ⅰ～Ⅲに行う（B404）。　＜実習＞「助産学実習Ⅰ」：３/1 ～ ３/8 

※
実
習

※
実
習

※
実
習

※
実
習

３

年

次

※
実
習

※
実
習

不
定
期

「小児看護学方法論Ⅱ」：第1回は6/10（水）Ⅱ、第2回は６/11（木）Ⅰに行う。第３～14回（6/17～7/22）は毎週水曜日Ⅰ・Ⅱに行う。
　　　　　　　　　　　　第15回は7/29（水）2クラスに分かれてⅠまたはⅡに行う。クラス分けについては別に指示する。

＜集中講義＞「実践統計学」：8/13(木)1～4限、8/14(金)1～4限に行う。

注：1/4・1/8学期で開講する科目（※印）の詳細な日程については、シラバス参照。

＜別途設定＞「社会実習（ボランティア活動）」の日程は別途設定する。

「臨床看護学方法論Ⅰ」：第1回は4/15(水)Ⅱ,第2回は4/22(水)Ⅱ,第3～6回は5/13(水),5/20(水)Ⅰ・Ⅱ,第7～15回(6/18～7/16)は毎週木曜日Ⅲ・Ⅳに行う。

注：時限をまたがって表示してある科目については、当該時限続きで1回の講義を行う。

3年次生実習全体オリエンテーション ：6月18日（木）Ⅴに行う。（領域別のオリエンテーションは、別途設定する）

Ⅱ
10:45

～
12:15

※
精神看護学
方法論Ⅱ
(学ホ1)

＜小宮ほか＞

令和8年度時間割　前期　看護学科３年

年

次
時限

月 火 水 木 金

※
疫学・

保健統計Ⅱ
(大講義室)
＜山村＞

※食育論Ⅰ
(B111)＜鈴木(亜)＞

※食育論Ⅱ
(B111)＜鈴木(亜)＞

健康スポーツ科学①
(B107)＜遠藤＞

Ⅲ
13:00

～
14:30

生物学①
(B111)
＜栗田＞

※
母性看護学
方法論Ⅱ
(学ホ1)

＜石井ほか＞

※
臨床看護学
方法論Ⅱ
(学ホ1)

＜浅井ほか＞

※
医療経営管理論

遠隔
＜住谷ほか＞

※
社会福祉学
(大講義室)

＜佐藤(真)＞

生涯身体運動科学①
(B107)＜遠藤＞

法学(日本国憲法)
(大講義室)＜古屋＞

科学論
(B111)＜大西＞

※
疫学・

保健統計Ⅰ
(大講義室)
＜山村＞

　在宅看護学方法論Ⅱ
(学ホ1)

＜春日ほか＞

※
助産学概論

(学ホ1)
＜石井ほか＞

高齢者看護学方法論Ⅱ
(学ホ1)

＜木内ほか＞

※
災害看護学

(学ホ1)
＜細谷ほか＞

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際①
(大講義室)＜常山＞

英語Ⅰ(講読)④
(中講義室)＜神田＞

※
助産診断・
技術学Ⅰ
(学ホ1)

＜石井ほか＞

英語Ⅱ(英会話)③
(学ホ２)＜Johnson＞

※
臨床看護学
方法論Ⅰ
(学ホ1)

＜三枝(香)ほか＞

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ理論と実際②
(B111)
＜常山＞

英語Ⅱ(英会話)④
(学ホ２)

＜Johnson＞

生物学②
(B111)
＜栗田＞

※
実
習

※
実
習

令和8年度時間割　後期　看護学科３年

年

次
時限

月 火 水 木 金

３

年

次

Ⅴ
16:30

～
18:00

※
ターミナルケア論

(学ホ1)
＜浅井ほか＞

※
退院支援論

(学ホ1)
＜春日ほか＞


